
京都企業のＢＳＩ値 １０～１２月期 
 

 
 

自社業況は改善するも、先行きに減速感 
～国内景気動向は 2期連続のマイナス～ 

 
 
概 要 

 
観光需要や年末需要を背景として、商業・サービス業を中心に自社業況は改善したが、前年同期（2006
年 10～12 月期ＢＳＩ：９．８）と比較すれば力強さが見受けられなかった。また、原油価格高騰や建
築確認手続きの厳格化などの影響もあり、先行きに不透明感を残す結果となった。 

 
 
（注）11月下旬から 12月上旬にかけ同調査を実施し、717社中 519社から回答を得た（対象は、京都府内に本社、本店

を持つ企業）。また 10～12月期のＢＳＩ値は、７～９月期の景況感を基準に強気なら「プラス」、弱気なら「マイ
ナス（▲）」で表している。算出方法は、上昇回答から下降回答を差し引き、２分の１を乗算。 

 

 

Ⅰ 国内景気動向 
10～12月期のＢＳＩ値▲８．３と下降した。2008年１～３月期は▲１７．１、続く４～６月期は▲
５．０と先行き悪化が懸念されている。 

 
 
 

Ⅱ 企業経営動向 
 

自社業況（総合判断）  

10～12月期のＢＳＩ値は、２．７と観光需要や年末需要を背景に幾分上昇した。業種別に見ると、

旅館・ホテル（３０．０）、小売業（２４．１）などで上昇した。今後ついて規模別にみると、大

企業は若干の下降に対し、中小企業では大幅な降下を見通しており、規模によって業況判断に開き

が見られる。 

 

※自社業況（総合判断）は、以下に続く「生産・売上高、工事施工高」から「資金繰り」まで

の６項目を総合的に判断したもの。 

 

１．生産・売上高、工事施工高  

10～12月期のＢＳＩ値５．５と増加した。業種別では、旅館・ホテル（４４．４）、食料品

卸（２３．８）などで増加した。2008年１～３月期は▲１２．０、４～６月期は▲２．３と再

び減少する見通しとなっている。 

 

２．製・商品・サービス・請負価格 

  10～12月期のＢＳＩ値は、３．８と幾分上昇した。旅館・ホテル（２６．３）、小売業（２

３．１）などで上昇したものの、鉄鋼（▲２１．４）、繊維（▲１５．８）で下降した。今後

は、大企業・中小企業ともゆるやかな変化で推移する見通しとなっている。 

 

 

３．経常利益 

 10～12月期のＢＳＩ値は、２．３と増益になった企業が若干増加した。しかし今後は、大企業・

中小企業とも減益に転じる企業が増える見通しとなっている。 

 



４．所定外労働時間 

10～12月期は、ＢＳＩ値７．５と増加した。2008年１～３月期は、不需要期に当たるため、食

料品卸（▲３１．０）、旅館・ホテル（▲３０．０）などで減少した。続く４～６月期も減少傾

向は続く見通しとなっている。 

 

 

５．製・商品在庫 

 10～12月期の製・商品在庫は、「過剰」とする企業が２４．６％と若干の過剰感が見られた。

業種別では、繊維関係業種で過剰感が見られたが、今後はゆるやかに和らいでいく見通しとなっ

ている。 

 

 

６．資金繰り 

10～12月期のＢＳＩ値は、▲１．９と若干悪化した。今後については、大企業はほぼ横ばいに

推移するし、中小企業では、悪化傾向が続く見通しとなっている。 

 
 

Ⅲ 当面の経営上の問題点 
  第１位の「受注・売上げ不振」（４９．３％）に続いて、第２位に「原材(燃)料高」（４２．２％）、

第３位に「過当競争」（２９．９％）、第４位に「製・商品(請負)価格安」（２４．９％）、第５位に「求

人難」（１７．０％）となった。なお、「原材(燃)料高」は、前回調査では４位だった。 
 

 

 

  


